
 

 

 

 

 

 

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月号 

花徳小学校 

☎ 84-0063 

R5.6.26発行 

子供の文章にはかなわない 

校長 佐々木恵美   

 先日，５・６年生が，トライアスロン大会参加選手への応援メッセージを書いていました。
５年生の大王さんのメッセージの一部を紹介します。 
「（徳之島で）おすすめの場所は、海です。水をすくう前は青くて、すくってからは透明です。
走っているときは海を見てください。トライアスロン大会での完走を応援しています。」 

幼い頃，海で水をすくったときに感じた不思議を思い出しました。すっかり忘れていました。 
ＩＣＴ機器の発達で，大人も子供も文字を書く機会は減っていますが，文や文章を考え，自

己表現する必要やその大切さは変わらないと考えます。話題の「ChatGPT」に「小学生が書く、
徳之島トライアスロン大会選手への応援メッセージを教えてください」と送ると，「泳ぐとき
は力を抜いてきれいな泳ぎをこころがけ，自転車に乗るときはバランスよく風を切って走りま
しょう。ランニングは一歩一歩前に進んでください。～中略～素晴らしい成果を収めることを
願っています。」と，子供が使う平易な言葉で 300 字程が表示されました。文章構成や語句の
使い方等，さすがに優れていて，整った文章を作成する場合は大いに参考になります。でも，
子供たちの文章の中にある，その子供独自の体験や感じ方にはかなわないと思いました。５・
６年生の応援メッセージは選手への敬愛とふるさとを愛する心のこもったものでした。 
子供たちの表現にはそれぞれの魅力と真実があります。子供よりも語彙力の多い大人は，誤

記のないよう，より良い表現になるよう修正・推敲をしますが，そのみずみずしい感性はその
子供のもので，大人はなかなか真似できません。無垢な飾り気のない言葉に，とても心惹かれ
るときがあります。以下は南日本新聞に掲載された本校児童の作文や詩です。 
花徳の子供たちに，二度と戻ることはできない子供時代の「表現者」として 
ますます感性を磨いてほしいと思います。     
                               

                       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     

                                                                                     

   

 



７月の主な行事予定 

 ※諸事情により下記の日程・内容を変更することがあります。御了承ください。 

７月 ４日（火）ハイビスカス号   ６日（木）水泳学習⑤ 

 ８日（土）土曜授業日（チャレンジタイム）， 

家庭教育学級（オカヤドカリ，ウミガメ観察会） 

１３日（木）水泳学習⑥（着衣水泳）   １４日（金）クラブ活動③ 

２０日（木）１学期終業式   夏休み（７／２１～８／３１） 

 

 

  

 

 

 

 「轟万田橋完成感謝の集い」，４年ぶり「祝・徳之島町日本

復帰７０周年記念花徳集落豊年祈願祭」などの地域行事が実

施され, 多くの皆様と対面できる機会が増えたことを嬉しく

思います。また，集落の一員として行事に参加する子供たちの

姿が，とても頼もしく見えました。先日，３・４生の総合「徳

之島のいいところを紹介する」学習で，３年生南郷さんが，「徳

之島のおまつり（豊年祭など），理由はみんなが仲良くなるか

ら」と発表する場面もありました。今後とも，子供たちの成長

を見守り，お力添えくださいますよう，よろしくお願いします。 

児童総会 

 ６月６日（火）に，児童総会を行いました。今回の話し合いの 

中で「時間を守って行動する。」というテーマが出ました。そこ 

で今，学校では「ノーチャイム」を実施しています。自分たちで 

決めたことなので，子供たちもしっかり時間を見て行動できるよ 

うになってきています。有意義な話し合いになりました。 


